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 保 護 者 様 

四万十市立具同小学校長 徳弘 純一 

 

子ども達の安全確保のために（４）－不審者について－ 

 

師走に入りました。今年も残すところあと１ヶ月です。子どもたちもそろそろ、２

学期の学習のまとめに入るところです。 
さて、四万十市少年補導センターより、市内でおきた不審者に関する情報提供があ 

りましたので、お知らせします。この種の情報は、地域における子ども達の安全を守

るために、提供するものです。ご家庭でも、子ども達に注意をうながすよう働きかけ

をしていただくとともに、何かあったら、些細なことでも必ず、先生や保護者に報告

するよう指導をしてください。 

なお、下記の事案について、心あたりのことや情報などございましたら、学校（TEL：

３７-３２４９）及び警察署（TEL：３４-０１１０）、四万十市少年補導センター（TEL：

３５-５９００）にご連絡をお願いします。また、今後、地域で不審な人物や車両を

見かけた場合にも、できるだけ速やかに上記いずれかの機関にお知らせくださるよう

よろしくお願いします。 

 

記 

 【事案】 

 

 

 

 

 

 

≪不審者の特徴≫ 

○年齢 １０代後半～２０代前半   ○身長 １６０ｃｍ位 

○体型 やせ型   ○髪型 前髪が目にかかる感じ 

○服装 上着：黒いジャンバー、ズボン：紺のジーンズ 

 

◎日常的にはスクールガードリーダー〔６月から武田 弘一 

（こういち）さん〕によるパトロールや中村警察署担当課の 

警察官の巡視も行われておりますが、ご家庭や地域における 

子ども達の安全、特に下校時には、日頃から、細心の注意を 

払うようご指導とご配意をお願いします。 

 

 

 

 

 

＜“約束ごと”を決めて守ろう！～事件事故から子どもを守るために～＞ 

★外出する際には、誰とどこに行くのか、家の人に必ず告げてから外出する 

★できるだけ一人では行動しない 

★「午後○時までには、家に帰る」  

１２月１日（火）午後８：００頃、四万十大橋（竹島から八束にかか

る橋）の八束側の階段。 

高校の女子生徒が四万十大橋を竹島方面より渡り、自転車を押しなが

ら階段を下りていると、下から男が上がってきて、すれ違いざまに女子

生徒のおしりを触って逃げていった。 


